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最も差が顕著な条件下において、骨芽細胞で発現し、破骨細胞を活性化する Receptor Activator of NF-
κB Ligand（RANKL）の遺伝子発現を解析した。プライマーは、RANKL の配列 4)に基づき（sense: 
AGGCAAAACGGCAAAGAAAT; anti-sense: CCCAGCTTTATGGCTCCAA）作成した。 
一方、Osteoprotegerin（OPG）様の配列をメダカの Genome to Protein Structure and Function database 
か ら 見 つ け 出 し 、 そ の 配 列 を 用 い て プ ラ イ マ ー （ sense: GGATCCGTCCACTGGTAAAA; 
antisense:GAGCACTCGATTTCCACCTC）を作成した。 
 23
過重力処理後、メダカのウロコからキアゲンのキット（total RNA isolation kit for fibrous tissue）を用
いて total RNA を抽出し、タカラバイオのキット（PrimeScriptTM RT reagent kit）を用いて cDNA を
合成して、これらのプライマーを使用してリアルタイム PCR を行った。RANKL 及び OPG 様の遺伝
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本研究の内容は、矢野幸子氏の学位論文の一環として行われ、平成23年9月30日に横浜国立大学にお
いて実施された日本宇宙生物科学会第25回大会で発表した。 
